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(3) 流況からみた群体魚礁の最適魚礁間隔は，縦列配置の場合， K-C数が 5 以下では間隔と魚礁のー
辺の長さの比が1， K-C数が 7 以上では上記の比が 2 であることが，数値シミュレーション及び実
験結果から結論づけられている。
(4) 魚礁の投入落下における数値シミュレーションを行い，目的個所に精度よく魚礁を投入するために
は立方体魚礁の一辺が水面と 450 の角度で投入する場合が最も良いことを明らかにするとともに， こ
の角度が魚礁の着底衝撃力に対しても最も好ましい投入姿勢であることを指摘している。
(5) 魚礁の周辺の洗掘は沈下埋没に極めて密接な影響を持つが，その周辺の洗掘対策として魚礁に「つ
ば」を付着せしめることが最も優れた効果を発揮することを明らかにしている。
以上のように，本論文は魚礁周辺の流れの状況及び魚礁投下時の落下挙動を明らかにして，その計画
及び設計に関して極めて有用な資料及び手法を提供したものであって，海岸工学，水産工学に寄与する
ところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
